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資料1　　　　前回の研究

1子供たちの実態

本グループの子供たちは, ｢相手と伝え合いたい,分かり合いたい｣というコミュニケーショ

ン意欲を持ち,話し言葉を用いて意思伝達の可能な子供たちである｡そして,これまでの生活経

験の積み重ねにより,それなりに日常の会話において,さほど不自由を感じさせない子供たちで

ある｡しかし,何か話し掛けたいが,言葉を切り出せずに教師の周りをうろうろしていたり,棉

手の状況に構わずに話し掛けてきたり,話の内容にしても子供の意図と合致していなかったりす

る｡このようなことから,全体の傾向として,話そうという意欲はあり,話し言葉を持っている

ものの,相手や状況が限られて会話が広がっていなかたり,会話の中でも言葉を十分に使いこな

せず,言いたいことをうまく相手に伝えられなかったりしている｡このような実態から前回の研

究では,本グループの子供たちを話し言葉やコミュニケーション意欲を持ちながら,言葉を有+;I

に使えない子供たちととらえた｡

2　研究の頗要

前回の研究では, ｢話す意欲や

言葉を持ちながら,相手や状況に

応じて有効に使えない子供の指導

の在り方を探る｣という研究主題

のもと,以下の三つのことについ

て探っていった｡ (図1)一つに

は, ｢教師のかかわり方を探る｣

ことで,子供たちとどのようにか

かわればより豊かな会話が展開で

きるようになるか具体的なかかわ

り方を明らかにした｡

二つには｢会話を進める力を高

める｣ためにはどのようなことを

すればよいかを探った｡まず,会

話に必要な力を｢会話を進める

力｣としてとらえ,構成要素であ

る｢話題を提供する力｣, ｢応答

する力｣ , ｢話題を維持する力｣

話す意欲や言葉を持ちながら相手や状;刺こ応じ
て有効に使えない子供の指導の在り方を探る
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図1前回の研究内容の関係図
について明らかにして,それらを

どのようにして高めていけばよいのか探った｡

三つには｢会話を進める力を支えるものを育てる｣ために会話の中で,子供の使っている言葉

の量や質がどのようなものかを知り,子供に応じて量を増やしたり,質を高めたりしていくこと
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が大切であると考え, ｢言葉を使うための力｣と｢文法力｣という二つの視点から探っていっ

た｡これらの研究内容を実践を通して探ってきたわけだが,それぞれの成果と課題についてまと

めてみると表1のようになる｡ (詳しくほ研究紀要第10集を参照)

表1　前回の研究の課題と成果

教師のかかわり方 ��ﾂ�x��自由に会話のできる環境を十分に確保することで,子供たちの憲 

図や気持ちを受け止めて情動的なつながりを深めることで,もつ 

とかかわろうという意欲を育てることができることが分かったo 

課 ��(/���-�.處ﾒﾈ檠�(/���-�.�4ｨ/�辷*h.�.�,ﾈ,h,ﾈｭi��/�鰄+ﾘ+��

題 �,Hｾ��ﾉ4�,育y;�>�vX/�麌+yTｹwh*ｨ*�.��ｲ�

会話を進める力を高める ��ﾂ�x��子供の課題に応じて,自然な形で場を設定したり,きっかけを作 

つてあげたりすること?,やり取りの仕方,日常の出来事の順序 

に関する知識や会話の規則を獲得させたり,相手に伝えることが 

できるという満足感を味わわせたりすることができることが分か 

つた○ 

課 諺 刎)��/�/�ｹ�+x.處ﾒﾈ咎9ｨ+x.處ﾒﾉ�)��/�査鰄+x.處ﾘ,ﾈ蓼,(,ﾉ|ﾘ,ﾂ�
関係や位置付け,それらを高めていくための方法を明らかにして 

いく必要があるo 

会話を進める力を支える ものを育てる ��ﾂ�x��子供たちにとつて,机上の弁別学習だけではなく,いろいろな場 
面で,感覚経験や体験を多く積ませて,概念形成を図っていくこ 

とが大切であることが分かった○ 

課 侏駢H,ﾈ･ID���ﾈ/��ﾘ.�+ﾘ-�,ﾈ竧.��x-ﾘ+�*�,X,ﾘ,�*ﾒﾈ+ｸ,ﾈｾ��ﾉ4��

題 �,育y;�,ﾈﾝﾘ.雲ｸ/�k�.x*�,�+X,H*(*ﾙTｹwh*ｨ*�.���

このような研究を進めてきたことによって,子供たちはやり取りのおも,しろさに気付いて会話を

したいという意欲を高めたり,自信を持って状況に応じて受け答えができるようになったりなど,

かかわり手が子供に合わせてかかわることができる場合は,相手や状況に応じて言葉を有効に使え

るようになってきつつある｡
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資料2　本グループの子供たちにとっての
将来の生活について

1　子供たちにとっての将来の生活について

わたしたちは,子供の将来に目を向け,自立した社会の一員として子供たちが主体的に生活し

ていくためには,社会の人々と円滑な人間関榛を保つことが大切であると考えている｡それを実

現しようとするとき,会話は重要な要素の一つでありそれを豊かにしていくことが必要であると

考えた｡なぜなら,わたしたちは,社会生活において会話をしながらお互いに意図や気持ちを伝

え合い,分かり合っている｡また,それを基に,様々な相手や環境の中で,お互いの関係を円滑

にしたり,あるいは余暇を楽しく過ごしたりする手掛かりにしているからである｡同様に子供た

ちも将来の生活において,様々な環境下で,会話によって相手との関係を築いていくことになる

からである｡

前回の研究と実践によって,子摸たちは教師や保護者が相手であれは:.-,ある程度,意図や気持

ちを伝え合い,分かり合うことができるようになりつつある｡それは,わたしたちが,その意図

や気持ちを汲んで言葉で捕ったり,発話を促すような言葉を掛けたりしながら会話を進め,お互

いに情動的なっながりを持てるようになることで,ある程度伝え合い,分かり合うことができる

からである｡しかし,将来の生活において,かかわる相手(環境や状況,立場等を含む)が職場

の同僚や上司,地域社会の人たちや友達,先輩や後輩であったりしたとき,まだ十分に自分の意

図や気持ちを伝えることは難しいと考えられる｡なぜなら,わたしたちが意識して子供たちとの

会話の中で,その意図や気持ちを汲み取り,言葉を捕ったり,話題を修正したり,維持したりし

ようとしないと,子供たちは,言葉を有効に使えずに話を切り出せなかったり,正確に伝え合え

たり,分かり合えたりすることが難しかったりして誤解やすれ違いが多いからである｡また,請

題が限定されて広がりが見られなかったり,単に自分の思いだけを一方的に話して相手の話を聞

かなかったりする様子が見られるか

らである｡

このようなことから,子供たちが

わたしたち教師や保護者との間で築

きつつある関係を将来の生活の中で

も築いていくことができるようにす

ることが大切ではないかと考えた｡

現在,子供たちIJ.わたしたちや保

護者との間では会話が豊かになりつ

つあり,かつ主体的な生活を営むこ

とができるようになってきている｡

そこで,誰とでも,どこででも現在
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の主体的な生活を少しでも広げていくためにも,子供たちの会話をより豊かにしていくことが大

切ではないかと考えた｡そのためにも,わたしたちの前回の研究をより具体的に,かつ深めてい

くことが,子供たちの会話が豊かになるのではないかと考えた｡そうすることで,その子供なり

に子供たち自身の持つ力を高め,相手と伝え合い,分かり合う関係を築いていけるようになるの

ではないかと考える｡

2　会話が豊かになるとは

それでは,会話が豊かになるとはどういうことだろ

うか｡会話は,よくキャッチボールに例えられるが,

会話が豊かになるとは,キャッチボールをしてお互い

に楽しく遊ぶことができるようになることと言える｡

キャッチボールは,相手にめがけてボールを投げて,

それを受け取って投げ返す(会話の成立)ことの繰り

返しができることであるが,本グループの子供たち

は,相手にボールを投げられなかったり,うまく受け

取れなかったり,あるいは受け取ったボールを投げ返

しても方向が違ったり届かなかったりする｡これをキ

ャッチボールの相手であるわたしたち教師や保護者

かかわり手

図1　現在の会話のキャッチボール

は,こちらから取りやすいように投げてあげたり,届くように近づいたり,走ってボールを取り

に行ったりして,キャッチボールを続けられるようにしてきた｡ (図1)しかしキャッチボール

は,普通にボールのやり取りができたり,ゴロを投げたり,フライを投げたり,速い球や変化球

を投げたりした方が楽しい｡そういうことが少しでもできれば　子供たちも相手もよりキャッチ

ボールを楽しむことができると考える｡楽しい

キャッチボールができるようになると周りの人

たちからキャッチボールに誘われたり,子供た

ちの誘いに周りの人たちが応じてくれることも

増え,周りから認められるとともにお互いに理

解し合い,子供たちも主体的に生活できるので

はないだろうか｡

つまり,会話が豊かになるということは,そ
＼/＼/

の子供なりに,お互いに理解が深まり,楽しい

と感じられる状態であり,その子供なりに自分

の意図や気持ちを伝え合い分かり合うことがで

きるようになることで,会話の対象を広げた

会話の嚢の広がり

親しい人 

子供の主体 会話 剞ｫ墾 ��
′′● 劔兢ｲ�謹書":; 

禽 �2r���ﾂ���� 

事地域瀦 

:...-*璽轡遊.I I.a.I 劔���������(���?��"�

会話の質の高まり　　　　　　　会話の対象の広がり

図2　会話が豊かになる

り,内容を広げたり深めたりする(会話の量の

広がり,質の高まり)ことであると考える｡ (図2)そして,会話をすることで楽しいと感じた

り,相手とIhを通わせたりして,将来において豊かなかかわり合いができるようになり, ｢伝え合

い,分かり合う関係｣を成立させることが可能なのではないかと考えた｡
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資料3　　　　　基本的な考え方

1　会話が豊かになるために

相手との関係を作っていく上で,相手とのやり取りを楽しいと感じることができるようになる

ことが,関係を深め,豊かなものにしていく｡また,その関係が豊かになるにつれ,その会話も

豊かになっていくと考える｡

そのためには,まず,相手の意図や気持ちに気付かなければならない｡また,相手の言ってい

ることが理解でき,自分の意図や気持ちを正確に伝えられなければならない｡次に,話題の中に

入っていけるように,その話題に関するある程度の知識(情報量の多さ,話題の内容の深さ)や

それ以外の話題をたくさん持っている(精報種の多さ,話題の豊富さ)と相手との会話を楽しむ

ことができ,会話をしようという意欲が育っていくと考える｡

具体的に会話が豊かになるためには　これまで述べたことを踏まえ,子供たち一人一人の将来

の生活を視野に入れ,会話が豊かになるための指導という観点から会話の内容を再度とらえ直し

て整理していく｡はじめに, ｢会話を進める力を支えるもの｣を｢言葉を使うための力｣として整

理してとらえ直し,それを高めるための指導について明らかにしていく｡子供が会話を進めてい

くための材料(諾いや知識)の量を増やしたり質を高めたりするために教師の鋤き掛けだけでは

なく,意図的･計画的な認知,記憶,思考活動へのアプローチが必要ではないかと考えた｡そこ

で,課題学習場面を設定した取り組みを進め,子供たち自身が概念を形成し,諾いや知識を蓄積

していく側面を個体内能力としてとらえ, ｢言葉を使うための力｣として位置付けた｡

また,会話を｢話し言葉を用いた用を達するためのやり取り｣ととらえ直した上で｢会話を進

めるカ｣の｢話題を提供する力｣ ｢応答する力｣ ｢話題を維持する力｣の三つのカの開陳隆やそれ

ぞれの力の考え方,それらを高めるため

の指導について明らかにしていく｡ ｢言

葉を使うための力｣を高め,会話のため

の材料(諾いや知識)を蓄積しても,そ

れを会話という2著聞以上のやり取りの

場面で使用し発揮できなければ　会話は

豊かになっていかない｡会話では,この

ような使用能力を子供と相手との間の2

着問以上の中で憤っていかなければなら

ないことから,個体聞能力ととらえ｢会

話を進める力｣として位置付けた｡会話は,

.靂萎襲iL ヽ 剿�����ﾜyw2��ﾒﾒ｢r�剿�+2���:���侘絢i4｢�屍�駈 ＼＼i/ 
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千 � 劔4.- ∴∴ (_i.YSr.翠 

相手の発話によって常に変化し,同じ内容や量,質

で行われることがないために,課題方式の学習では｢会話を進める力｣を高めていくことが困難

である｡このことから,実際の日常会話場面を通して,教師の鋤き掛けを工夫することで｢会話

を進める力｣を高めていきたいと考える｡
I

さらに,子供たちの｢言葉を梗うための力｣や｢会話を進める力｣を高めるための教師の鋤き
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掛けの工夫　を実際の会話場面を通して明らかにしていく｡その中で,子供の会話が豊かになる

ための教師の指導の在り方や質問の仕方について検討し,事例を通して明らかにしていきたい｡

また,会話は,学校だけで行われるものではなく日常生活全般において行われることから, ｢子供

や保護者の意見を聞く会｣や教育相談の中で,学校と家庭との間でそれぞれの目標や共通した目

標を設定し,指導,評価,見直しをしていくことで,さらに研究を深めていきたい｡

最後に進路先の人たちとより円滑にその関係を築いていけるように,進路先との連携も大切で

ある｡先に述べたように,会話を豊かにするための研究を生かし,その成果を進路先に伝えてい

くことで,そこでも会話を豊かにしていくことができると考える｡
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1　言葉を取り出す働きとは

相手の言葉を聴いて.自分の中に蓄積されている概念を手掛かりにして,その事物,事象 

を思い浮かべ.それを使えるように自分の中に保持すること 

例を挙げて説明しよう｡わたしたちは,バナナに

ついて話をしているときに,バナナそのものを思い

浮かべるとともに, ｢果物,黄色,食べる,甘い｣

などのバナナに関する言葉を思い浮かへ　会話の中

でそれらを梗うために,忘れないように自分の中で

保持している｡

この例からも分かるように,言葉を取り出す鋤き

を高めるためには,言葉についての概念を広げたり

深めたりすること,記憶して保持することが大切に

なる｡

2　言葉を取り出す聞きを高めるために

具体的にどのような指導が有効なのかを考えていくことにする｡

○　言葉についての概念を広げたり深めたりすることができるようになるために

-→　カテゴリーや単語の一般的概念をとらえさせる

･仲間集め: ｢色の名前を集めよう｡工　いろいろないすを見せ｢冊の仲間ですか?｣

･仲間はずれ: ｢果物でないのはどれですか?｣

-　言葉のネットワークを広げさせる

･　なぞなぞ: ｢果物,黄色,酸っぱい｡なあんだ?｣

･連想ゲーム: ｢バナナーりんご-みかん｣ (並列的概念関採)

｢食べ物一果物-バナナ｣ (垂直的概念構造)

-　対比によって,新しい言葉についての概念を獲得させる

･実物やカードの選択:バナナをすでに知っているときに, ｢いちごを取って｡バナナじ

ゃないよ｡｣ ｢黄色じゃないよ｡赤い方だよ｡｣

○　記憶して保持することができるようになるために

-　記憶して保持しておく方法を体験的に学習させる

･忠言ゲーム: ｢ 『昨日, Åさんが動物園に行きました』を隣の人に思えよう｡｣

･お使い:メモや復唱などをさせた後で｢B先生から○○をもらってきてください｡｣
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資料5　　　　　判　断す　る　鋤　き

1　判断する鋤きとは

自分の中に蓄積されている概念を手掛かりにして.行動や出来事.概念間の問題解決をす 

ること 

これもバナナの例で説明する｡

バナナについて話をしていくときに,まず,バナ

ナやそれに関する事柄を思い浮かべて忘れないよう

に保持する｡そして,その保持している事柄を使っ

て,バナナを食べることを予測したり,その一連の

流れを配列したり,バナナとりんごとを比べたりし

ながら話をしているのである｡つまり,推測した

り,取り出した言葉を使って配列したり,関係付け

たりして,いろいろな判断をしながら会話を進めて

いくのである｡

忽 
I,譜mue 

蓬00額 
…=ti:三瀬尽一/( 

2　判断する働きを高めるために

○　推測することができるようになるために

･一　原因と結果の関係を理解させる

･読み聞かせ: ｢どうして女の子は泣いたのでしょう?｣ ｢次にどうなると思う?｣ ｢も

し･ ･ ･ならどうなるでしょう?｣などの答えを話し合ったり,吹き出

しに害いたりする｡

･絵カード選び: ｢どうして,男の子はけがをしたのでしょう?｣ ｢赤信号で横断歩道を渡

ったらどうなりますか?｣などの答えを絵カードから見付ける｡

○　配列することができるようになるために

-→　時間関係の理解を広げさせる

･粗筋調べ:絵カードや文章カードを時間的経過に従って並べる｡ ｢最初はどれ?｣ ｢次

は?｣ ｢最後は?｣なt'.,時間に関係した言葉の理解も促していく｡

･　お話作り:何故かの絵カードを並べて話をしたり,二一三の提示された単語を用いて,

順序性のある話を作ったりする｡
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0　関係付けることができるようになるために

-→　二つ以上の概念の直接的関係付けを理解させる

･反対語さがし: ｢上一下｣ ｢着る一脱ぐ｣などの反対語を言ったり,動作化したりする｡

･似ているところ,違うところ: ｢レモンとバナナはどう違いますか?｣ ｢どこが似ています

か?｣などの質問に答える｡

･仲間さがし: ｢顔と目(全体と部分の関係) ｣ ｢医者と看護婦(対になる関係)｣など',絵

カードを使って分類する｡

-　二つ以上の概念間の関係陸を兄い出させる

･言葉の類推: ｢夏は暑い｡冬は? (寒い) ｣ ｢○○先生は男｡ △△先生は? (女)｣などの

質問に答える｡
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資料6　　　　構成す　る　働　き

1　構成する鋤きとは

取り出す鋤きや判断する働きにより生み出された一つ一つの言葉を組み立て.文として橘 

成することで,構文力とも呼ばれるもの 

構成する鋤きをもう少し詳しく説明してみたい｡

自分の思いを相手により正確に伝えるためには,

発達段階に応じて, ｢バナナ｡｣という一語文を｢バ

ナナたべた｡｣という二語文に拡大させたり, ｢昨

日,お母さんとバナナを食べた｡｣というような

5WI Hや助詞を用いた多露文を形成させていく必

要がある｡

このような構成する鋤きを高めるためには,例え

ば,一語文段階の子供に対しては,動作語の獲得が

二,三露文への橋渡しになると言われており,動詞

の概念をより確かにしながら, ｢だれがどうした｡｣

｢だれがなにをどうした｡｣といった文を構成できる

ようにしていく必要がある｡また,多露文段階の子

供については,名詞や動詞だけでなく,助詞,助動詞,形容詞,疑問詞などを使うことで文がよ

り正確に相手に伝わることや,これらの使い方で文の意味が変わってくることを理解させなが

ら,事実の観察や経験の想起と結び付けた文へ広げていく必要がある｡その際,文を書く練習を

積むことが話す能力を高めることに直接関与するかどうかについては明らかになっていないとこ

ろであるが,可能性としては否定できない｡そのため,書く練習も取り入れながら指導を進めて

いきたい｡

2　構成する鋤きを高めるために

○　文の構成ができるようになるために

･-　動詞の櫻念を確かにさせる

･　かるた取り: ｢走る｣ ｢食べる｣などの動作を表した絵カードでかるた取りをする｡

-→　いろいろな品詞の使い方を理解させる

･助詞選び:文字カードを用いて,正しい助詞を選ばせたり書かせたりする｡

･続きを言ったり害いたりする練習: ｢もっとバナナを食べ? (たい) ｣ ｢明日は運動会

〇〇〇 (だから),晴れるといいなあ｡｣
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-　文を構成して話したり害いたりさせる

･文を構成する練習:人の動作や絵カードを見て, ｢だれがどうした｡｣ ｢だれがなにをどう

した｡｣といった文を構成し,話したり善いたりする練習をする｡

･　日記を書く:出来事の順序を押さえるとともに, ｢いっ,どこで,だれと,何をどうした｣

を落とさずに菖いたり,それを基に話したりする｡

-→　決まったあいさつや言い方を理解させる

･模擬体験による練習: ｢入ってもいいですか?｣ ｢○○を持ってきました｡｣ ｢失礼しまし

た｡｣ ｢□□先生はいらしゃいますか?｣ ｢ぼくの名前は△△です｡｣

などの言い方を練習する｡
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資料7　　言葉を使うための力を高めるために

言葉を使うための力を｢取り出す鋤き｣｢判断する働き｣｢構成する鋤き｣から分析し,そ 

れぞねの鋤きをどのようにとらえるか.それらを高めるための指導場面や内容.方法にはどの 

ようなものがあるかについて考えているのだが.現実には.言葉を取り出し.判断し.構成す 

るという一連の情報処理や思考活動をわたしたちは瞬時に行っているoそこで.ここでは.言 

葉を使うための力を一連のまとまった力ととらえ.その力を高めるために.どのようなことに 

留意して指導を進めていけばいいのかという基本的な考え方について述べていくこととする○ 

1　相手の言葉に注意を向けて聴くことができるようにする

相手との会話を進める際には,相手の話している内容を正しく理解し,それに沿った形で自分

の言葉を発していくわけだが,そのためには,相手の言葉に注意を向け必要な情報を選択すると

いう聴く態勢ができているかどうかが重要である｡

主体的に聴こうとする態度を育てていくことを大切にしながら,指導を進めていくことが求め

られるが,具体的に次のような点に配慮していきたい｡

○　子供が言葉を理解しやすい状況をつくる

･一緒に同じ本を読みながら,同じ対象を見ながら,話題を確認しながら等,言葉の意味を

理解しやすい状況をつくることが大切である｡会話は本来自由に行われるものであるが,自

由の中にあっても,話題の共有というルールが存在する｡ ｢今はこのことを話しているんだ

な｡｣と分かる状況をつくることで,言葉の理解がしやすくなる｡それが,相手の言葉に注意

を向けて聴くことにつながってくるのである｡

･子供の耳に入りやすい言葉を大人が馨しでいく必要がある｡分かりやすい言葉を選んで手

短に話したり,声の調子を変えてキーワードに注目させたりといった配慮や,音声刺激だけ

ではなく,身振りやサイン,絵カードなどの視覚刺激を組み入れることも考えていく｡

○　選択できる状況をつくる

｢00と△△とどっちにする?｣という直接的な選択を迫る問いをすることによって,千

供は00と△△という言葉により多くの注意を払うはずである｡

｢○○を持ってきて｡｣と指示した場合でも,子供は00を他の物と弁別しようとする｡間

接的ではあるが,選択的な注意力を養うという点での効果がある｡

○　復唱をする状況をつくる

･ ｢00と△△を持ってくる｣という課題があったときに,その課題に取り掛かる前に,千

供に一度言わせてみて,内容を意識し,少しでも長く覚えようとする態勢を作ることが必要

である｡

-　64　-



資料7-2

2　具体物を操作する感覚経験や直接体験を重視する

子供は,身の回りの物を手で触れ,いろいろと確かめたり,試したりするという行動を繰り返

す中で物への興味を広げ,イメージを豊かにしていく｡そして,それらの活動を通して,物の性

質や物と物との関係,差異を発見したり理解したりするのである｡こうした｢見る,触る,体験

するなどの感覚経験や直接体験による情報｣は,知識として長く記憶されていく｡このことを踏

まえ,わたしたちは,次の点に配慮していく必要がある｡

○　感覚経験を多く積む状況をつくる

･言葉は,視覚,聴覚,触覚,味覚,運動感覚によって記憶された物の特徴に,新たに加わ

った音声の特徴である｡ ｢バナナ｣の例で言うと,色,形,重さ,味がどうなのかが十分に

分かった段階で,それに/banana/という音声の特徴が付いてくる｡したがって,子供の諾い

を増やし,言葉のネットワークを広げていくためには,言葉だけを擾先させず,十分な感覚

経験を積ませる中で, ｢これはバナナだね｡｣ ｢黄色いね｡｣ ｢甘いね｡｣といった音声と対応

付けていく必要がある｡

○　子供が直接体験する状況をつくる

･会話の中で,ある事物,事象に関する言葉を使えるためには,その子供が,例えば　バナ

ナを買いに行って,いろいろな果物の中からバナナを見付けたり,黄色く色付いているおい

しそうなバナナを選んだりするといった直接体験をいかに積んでいるかということも大きく

影響する｡バナナに関する体験を会話の相手と共有してはじめて, /banana/という音声が,

その共有のテーマを持つ言葉になるからである｡このように考えると,学習場面だけでな

く,生活場面においても,子供の直接体験の場を意図的に設定し, ｢これが黄色くておいし

そうなバナナだね｡｣といった言葉掛けをし,子供の直接体験に意味付けをしていくことが大

切である｡

3　子供が試行錯誤して問題解決する過程を大切にする

子供が具体的操作で事物の特徴を認識し,他との差異や共通点に気付く過程を暖かく見守るこ

との重要陸は先に述べた｡このことと同じように,子供が蓄えた知識をより確かなものにし深化

させていくためには,質問や課題に対する反応だけを求めず,いろいろと試行錯誤し問題解決す

る過程を大切にする必要がある｡この試行錯誤の繰り返しにより,子供は,言葉を思考の道具と

して用い, ｢このようなときにはどうすればいいのか｣ ｢このようなときにはどのように言えば

いいのか｣を学習していくのである｡

そして,その学習の過程こそが, ｢言葉を取り出す鋤き｣ ｢判断する鋤き｣ ｢構成する鋤き｣

といった言葉を使うための力を構成する各要素のつながりやフィードバック機能を強化していく

ことになるのである｡
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資料8　　　　会話の前提について

1会話を成り立たせる要素としての会話を進める力や会話の前提となること

わたしたちの日常の会話を考えるとき,

①　話すべき話題や内容があること,

②　それを伝えたいと思うこと,

③　そのことを実際に話し言葉にして発していくこと,

④　000についての会話というよう.に,会話が一つのまとまりとしてのテーマを持っていた

り,会話場面ではだれかが話す人と聞く人になっていること

という約束ごとが見られる｡

①については,前項の｢言葉を使うためのカ｣に相当し, ②は,本グループが対象とする子供

たちは少なからず持ち得ている意欲, ③は実際に内面に持っている言葉(内容や話題)を相手と

の関係の中で話し言葉として使用していく｢会話を進める力｣ ④は会話の前提となることとして

とらえられ,それぞれが重要な会話の成立に関与する要素と言える｡

2　会話で前提となること　　｢伝達の前提｣と｢会話の規則｣

わたしたちが,子供たちの会話を分析する場合,言語心,理学や発達心理学などの様々な立場か

らとらえられるが,ここでは,語用論的な立場から会話が成立するために前提として考えられる

ものを取り上げてみた｡その中で指摘されるものが, ｢伝達の前提｣と｢会話の規則｣というこ

とができる｡

例えば, ｢遊園地に行ったこと｣を話題とした

ÅとBの会話を通して考えてみよう｡ (表1)ま

ず, ABとも｢遊園地の話題｣ということで｢昨

日のAが遊園地に行った｣情報を基に展開すると

いう共通の意図を持っている｡相手が話題に関心

がない,他のことについて話したい意図を持って

いるとすれば会話はすれ違い,成立しえない｡三

のことを｢伝達の前提｣として｢両者が共有して

いく話題が存在すること,両者の意図が共有され

ていること｣としてとらえた｡

また,会話ではAの言ったことに対しBが答

え,またBに対してAが答えるという一定の形式

表1　会話の規則例

会話　の　窺　則

｢昨日ね,遊園地に行ったんだよ｡｣　開始

｢楽しかった?｣

｢楽しかったよ｡｣ ′

｢どんな乗り物に乗ったの?｣

｢ジェットコースター｡｣

｢面白そうだね｡｣

｢うん,少し怖かったけどね｡｣

｢それからね,ハンバーグは

おいしかったよ｡｣　　　　話題の転鎮

B　｢ハンバーグって,価?｣　　　　　　修正

(明確化)

A　｢そこの遊園地のレストランで食車をしたの｡｣

が見られる｡ A (話し手)とB (聞き手)の役割が会話の中では明確になるとともに,それを順

番に交替していきながら両者が会話の主体として存在しているという状況が生じる｡

このことついて｢会話は一つの話題を話し手と聞き手が共通の前提を持って進めていく譲の

やり取りであるiことから,会話の中での話し手と聞き手の役割や順番があると言える｡このよ

うに,会話という複数の人間によるコミュニケーションの形態の中には,成立させるための前提

や規則があることを基本的なこととして押さえておくことが大切になる｡
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資料9　会話を進める力について

1　会話を進める力とは

わたしたちの日常会話は,複数の当事者間の中で行われ,

開始されてから終わるまで,伝達の前提や会話の規則を基に

し,それぞれの思いや考えが発せられ進められていく｡会話

を進める力とは,その中で当事者が実際に話し言葉として会

話を続けていくために自分から話題を提供して開始したり,

話の中で相手の言葉を聞いて理解し応じたり,開通する内容

を基に継続して話したりする総体的なカである｡会話を進め

るには,まず話題を提供して開始し,相手のその言葉に応答

しながら,維持していく形態を取ることから構造的に三つの 図1　会話を進める力

力に整理される｡ (図1)

その中での特徴として次の様なことがあげられる｡

･同じ話題でも相手や状況次第で発揮されることがあったり,なかったりすることがある｡

会話の話し手と聞き手である当事者それぞれが会話を成立させる意図を持ってこそ話題を提

供したり,応答したり維持したりしようとするわけである｡このことから,その人だけでは

発揮できず,当事者間の中で発揮される個体間能力としてとらえられる｡
･子供それぞれが持っている言葉を使うための力の能力や特陸は異なる｡子供の概念の範ち

ゅうにない言葉を使用しても伝わらずに応答できないことなどから,その子供なりの会話を

進めるカがあると考えられる｡

2　話題を捏供する力

話題の前提や会話の規則を基にして会話が進められると

き, Åなり, Bなりが話題について請を始めることがなけれ

ば進みようがない｡会話が一連の相互のやり取りとするなら

ば,その最初のきっかけや切り出し(会話の開始)がなけれ

ば成立していかない｡この最初に切り出していくために必要

な力を｢話題を提供する力｣ととらえた｡わたしたちが話を

始めるときには伝えたい内容や気持ち,伝え方などが相手と

の関係の中でまとめられ調整されて話し言葉として表出される｡

して話題を提供する力としてとらえた｡

3　応答す　る　力

また,相手の言葉に対して,共有された話題についての自

分の考えなどをまとめたり,関連した言葉を選択したりして

必要な言葉や適切な行動として相手に伝えていかなければ,

会話は先に進まない｡わたしたちは,そこで相手の言葉に対

してその言葉の意味や話題との関係を理解して答えていくた

めに必要な一連の遂行能力を｢応答する力｣としてとらえ
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･伝えたいことがある

･伝えたい気持ちがある

･伝え方が分かる

図2　話題を提供する力

これらの一連の遂行能力を総称

正三:;□
･相手の伝えたことを聴く

･聴いたことを理解する

･伝えられたことについての言葉を探

して答えたり意見したりする

図3　応答する力
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を｡応答する力にも,右のように様々な事柄が両者の問で成されるものと考えられる｡

4　話題を維持する力

人同士のやり取りは,子供から大人に様々な要求的なも

のが主として形成されてくる｡その段階では子供から大人

への一方向的,単発的なやり取りの場合が多い｡これに比

へ　伝達の前提の基に一定のやり取りが繰り返される会話

では,話題に開通する内容を提供し,応答することを継続

していかなければならない｡このことは,単発的なやり取

りよりも高次なレベルでの力が必要となる｡そこでわたし

たちはこの会話を続ける力を｢話題を維持する力｣として

とらえることにした｡構造的にみれば,一つ一つのやり取

りが繰り返されて一つのまとまった会話として成り立って

いるわけだが,話題を維持するには,全体の話の流れや前

醗謳
･話の前後の流れを理解する

･何の話題かを保持している

･提供する力と応答する力を使って進

める

図4　話題を維持する力

後の言葉の関連を考え.今の話題を保辞しながら話題を摂

理圭毒力と応答する力を必要に応じて駆使しながらやり取りを続けていくことができなければな

らないと言える｡
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資料10　　　　会話を進める力の関採性

1　三つのカの関係性について

(1)捷供する力と応答する力の関係

会話を現象的にとらえると,どちらにしても話し手と聞き手の役割を一連の流れの中で行う

ことになる｡提供する力と応答する力は話を切り出し,そして聴いたことに対して答える力と

すれば　両者の立場で必要なものと言える｡つまり,子供たちが教師やはかの子供,家嬢の人

と会話を進めようとするときには,子供の側にこの提供する力と応答する力が同様に備わって

if必要があると考えられる｡

提供する力と応答する力の関係は明確には分けられないが,提供する力は会話の開始という

ことから,子供側から相手に伝えるという話し手の立場での力と考えられ,応答する力は会話

のやり取りの中で相手に応じての答えるという聞き手と話し手の両者の立場での力を持つと言

える｡したがって,構造的に見ると応答する力には,提供する力に加えて注意を向けて聴く力

及び聴いたことを理解する力も必要であるということになる｡このことから,応答する力には

｢答えていく｣という部分で提供する力が基本的な素地として必要であり,両者は密接な関連

性があると考えられる｡しかしながら提供する力が相手に向かう方向陸である一方で,応答す

る力は相手の言葉に応ずるという方向陛であるという方向陸の違いはあり,少なくとも提供す

る力と応答する力は異なるものとしてとらえられる｡

(2)提供するカや応答する力と維持する力の関係

子供たちの実態を見ても, 2-3回のやり取りはあるが,その内容が途切れてしまい広がっ

たり深まったりしないことが多い｡また,日常生活の中での決まり切ったパターン的なやり取

りであれば比較的成立しても,そのことから少し外れてしまうと答えられなかったり,自分の

考えや気持ちなどを提供できなかったりすることが目に付く｡これらを特徴としてまとめると

次のようにまとめられる｡

話題を提供する力の発揮が中心となる会話 

幼児期などを中心として,大人に要求を次々としていくようなやり取りや｢どうして｣ ｢な

ぜ｣などの質問等を中心に投げ掛けるやり取りがみられる｡また,話したい話題が次々と変わ

って相手の答えも聞かずに話していくことなどもみられる｡相手との相互に主体的な会話とは

言い難いが,会話のやり取りとしては成り立っているとも見れる｡このような場合には比較的

相手からの問い掛けなどに応じることが難しくしっかり聞いていなかったり,うまく答えが引

き出せずに自分の話題に切り替えてしまったりすることが多い｡つまり,提供する力に比べ,

応答する力が発揮されずにアンバランスな状態になっていると考えられる｡
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応答する力が中心となる会話 

子供たちの中には,いろいろと尋ねるとそれなりのことを答えてくれたり,話に参加したり

できる様子がみられる｡はい,いいえの回答が中心の場合が多かったりもするが,自分の知っ

ていることや考え,気持ちなどを発言することが見られる子供もいる｡これらもまた,相互に

主体的とは言えないものの会話としてとらえられないことではない｡このような場合は,自ら

話題を提供する力が十分に高まらないため,受身的で相手主導的なやり取りになってしまう｡

しかし,相手からなにがしかの問いをきっかけにして答えるなど応答する力は比較的在るわ

けで,やはりアンバランスな状態としてとらえられるのである｡

これらのことから考えると,提供だけしたり,応答だけしたりする場合は,相手との会話の

内容が限定されている分,子供たちも自分なりの予測や判断などができ,話したり,応じられ

たりできるのではないだろうか｡しかし,会話の流れが長くなったり,話の内容が他のことま

で関連性の広いものになったりすると話題全体の内容がうまくつかめずに応じ切れなくなると

考える｡つまり提供する力と応答する力を相手との関係の一連のやり取りの中でバランス良

く.願次発揮しながら.その背後にある共通する話題を保持し続けることから,維持する力は

言わば総合的な力としてとらえられる｡

(3)三つの力と会話が豊かになること

これまで見てきたように,提供する力.応答する力.維持する力はそれぞれが関連しなが

ら会話を進める力となり高められていく｡最初は提供したり,応答したりする中心の会話の

まとまりが,維持していく力を次第に高められることで相互のやり取りが堪えて会話が継続

･していく｡

会話は,継続していくと言っても同じやり取りを繰り返すことではなく,内容として量的

に広がったり.または関連したことで他の内容に展開されていったりするなどして質的にも

深まっていくことになる｡ AはBとの会話自体のまとまりを客観的に把握した上で,話題に

関連した内容を提供したり応答したりして円滑に維持していくのである｡例えば,前述の公

園の話題(資料8-1表1)では, ｢ジェットコースターは面白かった｣だけでなく, ｢早

かったこと｣ ｢声をきゃーとあげたりしたこと｣も内容として話されると｢ジェットコース

ター｣での内容の広がりを見ることができる｡また｢ジェットコースターはどうして落ちな

いのか｣という話題や｢レストランでの食事の味｣の話題などへと発展したり,深まったり

すると更に会話は継続し,豊かなものになると考えられる｡

このように会話が豊かになることには,会話の話題や内容として言い表される様々な体験

や習得によって培われた｢言葉を使うための力｣により必要な言葉を引き出し,会話を進め

る三つの力によって円滑に発揮することが大切になってくると考えられる｡そして,会話の

中で話題としたいと思ったり,相手に応答して伝えたりするような事頭が,子供たちの中に

感動体験などを通して培われていることが基盤となっていると言える｡
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資料11　　会話を進める力を高めるために

1　日常場面での取り組みの重要性

会話は,これまで述べてきたように様々な前提や力が総合的に生かされ,会話の当事者のそれ

ぞれが主体的に取り組んで成り立っていると言える｡しかし,個々によってはそれぞれの力や前

醇がバランスが取れずに,なかなか言い出せないでもじもじしていたり,うまく答えられずに避

けてしまったり,一方的に話すだけで終わったりという状態像を生み出してしまう｡つまり,そ

れぞれの力が相互に関連し合っているために基本的には単一で力を伸ばすよりも総合的に日常の

会話を通して取り組むということが望ましいと考えられる｡また,その手なりのアンバランスな

状態を踏まえ,話題を提供する場面や応答する場面を通して発揮する力を高めていくことが大切

になってくる｡そして,日常会話に取り組む中でもそこで知り得たことや思えられたことが子供

の心を動かし,会話意欲を増進させることで会話を進める力もより高まっていくと考えられる｡

2　外的条件としての相手や場面

また,会話の成立にはその時の相手や場面などが外的な条件として大きく左右する｡それぞれ

のカを高めるにも,成立しやすい比較的相互に分かり合っている相手や慣れた場面や状況の中で

行うことが大切になると考えられる｡このことについては,前項で会話を進める力が2着問以上

での｢個体聞能力｣ととらえられたことからも考えられる｡つまり,会話で前提となることにも

象徴されるが,話題が提供されたとか応答した,維持したということは相手次第で異なる状況を

生み出してくるわけである｡

慣れない相手や場面

初対面の相手

初めて経験する場面

慣れた相手や場面

日常経験している場面
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0　改まった場面での会話経験の有用性

日常生活を見てみると,慣れ親しんだ友達や教師と自由に会話する場面だけではない｡学校

であれば授業中や話し合い活動,近所でのお遣いや伝言場面,買い物での店の見知らぬ人との

やり取りといった場合などの改まった場面も含まれる｡このような場面では相手が不特定で全

体の場合や慣れていないという状況などが多い｡したがって,自分から話題を提供したり,応

答したりするということに対して心理的な不安なども伴ない困難な生徒も見られる｡しかしな

がらその反面,発表や報告,お遣い時の言葉はパターン的な内容や言葉が多く限られているた

めに取り組みやすい面も多い｡このような改まった場面での会話経験を積むことによって心理

的な不安を軽減し,伝える意欲を高めることで会話を進めることがより幅広いものになるとと

もに,複数の相手との会話場面での広がりにもつながっていくと考える｡

慣れていない人との会話 ��経験の広がり ��憤れた人との自由な会話 ･慣れた場面での会話 iIIi 

慣れていない場面での会話 ��自信や意欲の高 ��

改まった場面での会話 凾ﾜり ��

ルル/ 
対象や内容の広がり

会話意欲の高まり
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資料12　　　話題の提供を促すためには

○　会話をする中で話題を提供するには, ｢自ら相手に自分の気持ちや意図を伝えたいといった意

欲を持ったり,伝えるための言葉を持ったりする｣ことが必要であると考える｡それと併せて,

子供の犠牲によっては, ｢相手や状況が変わると,話題を切り出せないことがある｣ことから,

聞き手としての教師のかかわり方が重要になってくる｡

そこT,話題の提供を促すためには,

※　｢教師が子供の話を聞こうとする姿勢ができているか｣

※　｢教師が子供の話題の内容を理解したり,十分に尊重したりしているか｣

※　｢教師が子供の話題提供の仕方(壁)を十分に把握しているか｣

等のかかわり方を基本姿勢としながら,以下のような｢話題の提供を促すための話し方｣のポイ

ントを考えた｡

話 捕

○子供からの主体的な発話を待たず 
近,話題を教師から先に言い過ぎない 

ようにする○ 

○話題の切り出し方に慣れていない子ー 

供への指示は,話題の提供を制止して 

しまうことがあるoまた繰り返しの指 

示も同様である○ 

○話題の切り出し方に慣れていない子 

供については,できるだけ情報を収集 

し,話題の提供のきっかけをつくると 

同時に開始に備えるo 

○会話の文脈の流れから,子供の発話 

の内容で間違いを見つけたり,判断し 

たりした場合においては,すぐに間違 

いを指摘したり,修正したりしない○ 
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例｢H君, ○○へ遊び

に行ったんだって

ね｡｣

｢○○の話でしょ｣

例｢H君何か話して

よ｡｣

｢H君△△は楽しか

ったんでしょう!｣

例｢写真見てみよう

か｡｣

｢日記には柵て書い

てあるかな?｣

例｢それは, △△の間

違いだよ｡｣

｢それば, 00だ

よ｡｣
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【実践例-1】 ○教師に話したいこと ��

があり.教師のそばに近づくものの.話すきっかけがつかめない場合 

鐙を-かなか話すきっかけを作れない例　㊨

鋤き掛け- 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問③ 質問④ 話し方② 質問③ ��冢霽�*ﾉ��,壱�(."�- 一一一一一一一> 一一一一一一÷ 一一一一一一> 宙ｻ8踪,亢9WH*(,H-鎚+X*"�vﾈ��,Y?ﾈ.委ｸ,凛x,�,B�

指示の開始】 凾｢る) 

｢何か用事ですか?｣ ｢話したことでもあ るのかな?｣ ｢聞いてあげるから, こっちにおいでよ.｣ ｢何を話したいの?｣ 劼一..-○｣ ｢.〟.-o｣ ｢..-.o｣ ｢..-.○｣ 

童-をきっかけに話題の提供を促す例　喜

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

賛聞③ 宙�.(,"�,h*(*B�一一一一一一÷ 宙ｻ8踪,亢9WH*(,H-�+X*"�

表情で子供に気付 剽l子で入り口に立って 

いているよという 安心感を持たせ る) ｢何か用事ですか?｣ 凾｢る) ｢......e｣ 

質問④ 話し方③ 維持(D �)�(+X+ﾘ*(+�,h,X.��一一一一一一十> 一一一一一一一> ≡ �"簫ﾒ��2�

あるのかな?｣ �(アルバムを教師に差し 

【情報を探す】 剌oしながら) 

｢おや,アルバムを 持っているね｡｣ 【発話を承認し,請 題の維持】 ｢ぞうさんと...｡｣ ｢きりんさんも見た の｡｣ 劼ぞうきん-○｣ ｢きりんさん見たよo｣ 
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饉診子供の気付いてほしい様子は

理解できたが,質問をいろいろ

と繰り返すために,子供から切

り出すきっかけがつかめない状

況である｡

車教師は,子供の稀を認める
｢表情｣によって,子供の話し

たい気持ちを受け止めている｡

また,質問による話題の提供

を得られないことに気付き写真

(アルバム)に何かヒントがな

いか,あるいは事前に調べてお

いた情報を使って話題の提供を

促そうとする｡

【鋤き掛けのポイント】

○話題になる情報を事前に収 

集する 

子供の話したい話題につい

ての情報をできるだけ収集し

ておいたり,素早く探したり

する｡ (保護者･他の教師か

らの情報) (連絡帳や日記か

らの情報)等

○　質問や指示を減らす

話したい気持ちを察した

ら,質問や指示を繰り返さず

近,主体的な発話のきっかけ

をつくったり,待ったりする｡
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篭診提供された話題が共有されない制酸　　　　蟻酸登校時, H君は自分の思いを

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

話し方(② 質問① �$案�*�,ﾘ.h*H,X+R�.V�2�(+ﾘ+�*(-ﾈ,�,ﾃ�2�#���2�i -+ - �(+ﾘ+�*(-ﾆ�2�(+ﾘ+�*(-ﾆ�2�(*H/�ﾈ+ｸ*B�2�

車-された話題を担任の情報で共有できる例喜

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

話し方④ 質問① 話し方(㊤ 質問③ 維持② 質問③ �$案�*�,ﾘ.h*H,X+R�.Z�2�(+ﾘ+�*(-ﾈ,�,ﾃ�2��刎)��/�%9D8,丿ﾙDh�｢�(�ｹ�i�h,兌x*(,H-ﾒ�.h*H*�,ｶ�2�$案篷7况ｩ?ｨ-ﾈ,R�∴ ∴ 三 �(+ﾘ+�*(-ﾆ�2�(+ﾘ+�*(-ﾈ�ｺ2�(*H/�ﾈ+ｸ*J�2�(,ﾘ*"ﾈ,x*H+ﾊ�2�

一一一一一一÷ �$陂�,Xｮi*8,�,H*ｸ-ﾈ+R�

どこか行ってたん だね?｣ ｢現場実習から帰っ てきましたねoお 帰りなさい○｣ ｢N園では,何をし ��｢��｢�たよ｡ただいま｡｣ ｢ただいま○｣ ｢割りはし入れをしまし 

ましたか?｣ ｢頑張りましたね○｣ 凾ｽo｣ 
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込めて｢ただいま｣とあいさつ

をしたが,教師は話題の共有が

できない状態である｡

そのため,教師は修正しよう

としているが, H君の方は自分

の思いを伝えたいという気持ち

が強く, ｢ただいま｡ ｣を繰り

返している｡

喜担任-君の思いを聞き,初
めて話題の共有場面が展開して

いる｡ H君も思いを分かっても

らえたことから,話題の提供が

分かりやすいものになる｡

【勘き掛けのポイント】

○話題の根拠を捜し,提供 

を促す 

状況や場面に合わない話題

の提供の場合,話題の根拠は

何かを捜す｡

話題の提操の仕方が分かり

にくい場合は,話題のヒント

になるような質問をする｡
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饉酸改まった場面での提供が獲得できない例鬱

働き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問③ 質問③ 質問③ 質問(㊦ �(巉*倬ﾘ,�,H*ｸ+ﾘ,ﾃ�2�ニ �$ﾙ�i�h,ﾘ,x+�*��

【同じ質問の繰り返し】 凾ﾈ｡｣ 

｢これって?何を持つ 劼これ.｣ ｢これ.｣ ｢分からない｡｣ i--｡｣ 

てきたの?｣ 【応答が不明確と判断】 ｢だれに持ってきたんで すか?｣ 【同じ質問の繰り返し】 ｢何を持ってきたの?｣ ��B�耳耳耳耳耳耳���耳耳耳耳耳耳耳*B�

車提供の仕方(パターン)を獲得する例車

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

話し方③ �)?ﾈ,(,H.�簫籔�2�ニ �(巉,Hﾋ�*h,�*(*(,ﾂ�*�,�2�)?ﾈ,(,H.�簫�*(*(,R�

維持① 質問④ �(+ｸ*H+�,ｲﾈ�y?ﾈ,(,H.��

いいですか?』つて言 えばいいんだよね｡｣ ��ⅲ�すか｡｣ 

｢それから?｣ �ｨ耳耳耳耳耳����｢�耳耳耳耳耳璽��｢N先生から頼まれ てこれを持ってき ました○｣ ｢失礼しましたo｣ ｢M先生がいなかつ 

維持① 質問(② �(+ｸ*H+�,ｲﾄ��i�h*�.r�xｨ-ﾈ.ｨ,H+�.ｨ/�鰄,�,B�*ｸ-ﾈ+X+ﾖ���,(,Hﾋ�*b�,�*(*(/�+�.h,ｸ�ｺ2�(*域x*(*ｨﾜ�/�+�.r粐踰2�

維持(D 話し方③ �(+ｸ*H+�,ｲﾈ�x�~x+X-ﾂ�/ 

したo』つて言えばい いんだよねo｣ ｢○先年かK先生に媛し �ｨ耳耳耳耳耳璽��ﾒ�

てねo｣ ����たらどうする の?｣ ｢はいo｣ 
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篠轟診お使いを頼まれたS君は,改

まった場面での提供,応答の型

(パターン)が身に付いておら

ず, ｢これ｡ ｣や｢分からな

い｡ ｣と答えている｡

また,教師はS君の応答を聞

5,質問の意味が分かっていな

いとの判断で,別の質問をした

り,同じ質問を繰り返したりし

ている｡

壌-改まった場面での提供や応答

が困難なS君へは,会話の型を

指導している｡

①｢入つてもいいですかo｣ 

(②｢○○先生から頼まれて, 

これを持ってきましたo｣ 

③｢失礼しました○｣ 

お使いを頼むとき,会話の

壁(パターン)を練習するこ

とで,本人が見通しを持って

行動できるようにしている｡

【鋤き掛けのポイント】

○会話の型(パター �92�/��

押えて指導する ��

改まった場面において緊張

する子供にea, ｢どのように

切り出せばよいか｣ (提供),

｢どのように答えればよいか｣

(応答)について指導する必

要がある｡

教師の会話の型(パターン)

を見本にして復唱すること

ら,話題の切り出し方をス

ムーズにする｡
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資料13　　　質問への応答を促すためには

○　会話をする中で質問に応答するには, ｢相手の言葉の意味を理解する-→答えを考える(選ぶ)

-答え方を考えて言う｣ことが必要であると考える｡それと併せて,子供によっては, ｢話し手

である教師の質問の仕方や質問自体の難易度によっても,応答が困難になることがある｣ことか

ら,話し手としての教師のかかわり方が重要になる｡

そこで,質問への応答を促すためには,答えを導きやすい質問から取り組んだり,子供自身に

考えさせる質問を組み合わせたりすることが大切と考え,以下のような質問の仕方のポイントを

考えた｡

質⑪潜えが一
つに限ら

れている

質問をす
る

質②:二者択一

できる質

問をする

質④護えが限
られてい

猿い鷺閏

をする

○質問の内容が判断しやすく,｢は 

い,又は,いいえ｣のどちらか一つを 

選べるようにする○ 

ただし,断定的な賛問にならないよ 

うにしなければならない○ 

○質問に答えが含まれる形にすること 

により,答えのヒントを提供し,子供 

が答えを選択しやすいようにする○ 

○｢何を(ものや事柄)｣｢どこに(場 

所)｣｢いつ(時間)｣｢だれと(人)｣な 

!､,子供がイメージを持ちやすく,答 

えを導きやすいようにする○ 

○質問の意味を理解できる場合には答 
えを自分な'りに考えたり,選び出させ 

たりする○ 
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例:教師｢アイスク

リームを食べま

すか｡｣

子供｢うん(いや)

食べます(食べ
ません)｡｣

例:教師｢CX〕ですか?

△△ですか?｣

子供｢○○です｡｣

例:教師｢どこに行っ

たのかな?｣

子供｢遊園地｡｣

例: ｢どうしたの?｣

｢どんな気持ちだ

ったの?｣
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㊨質問への応答が主体的に行えない例題診

働き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問③ 質問① 質問① 質問④ 質問① 質問(D ���9ｨ*h*ｨﾌ�.x.ｨ+ﾘ�n(�｢�(ﾟ�?ｨ巉+X+ﾘ,ﾃ�2���&i.�4�,壱�(�｢�(7ﾘ4�8ﾘﾏｸ8ｸ6�,俎8,�+ﾒ�/�+h.�,�*(,ﾃ�2���&i.�4�,壱�(�｢�(*厩8+8/�,hﾗ8,�+ﾘ/�+b�.�,�*(,ﾃ�2���9ｨ*h*ｨﾌ�.x.ｨ+ﾘ�n(�｢�(巍�ﾈ,Xﾗ8,(+ﾘ,ﾃ�2���&i.�4�,壱�(�｢�%倡�+�.�/�.�ﾗ8,�+ﾘ/��+h.�,�*(,ﾃ�2���&i.�4�,壱�(�｢�$ｹ&ｨﾄ�.�ﾗ8,�+ﾘ/�+h.��,�*(,ﾃ�2�- 一一一一一一一> 一一一一一一一一シ ー一一一一一一> 一一一一一一一シ ー一一一一一一> �)Zｨ*�.x,�**�2�(ﾗ8,�+ﾖ�2��(ﾗ8,�+ﾖ�2�)Zｨ*�.x,�*&�2�(ﾗ8,�+ﾘ�ｺ2�(ﾗ8,�+ﾖ�2�

車主体的な応答を引き出すことができた例著

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問③ 質問② �(ﾟ�?｢ﾈ,x+�*�,偬�ﾈ*��+ﾘ,ﾃ�2�������,X*ｸ.俯�(,兔���+x.��｢�(7ﾘ4�8ﾘﾏｸ8ｸ6�,X+x*尼�一一一一一一一> 一一一一一一一> �(*h�ｸ,h,ｶ�2�(7ﾘ4�8ﾘﾏｸ8ｸ6�,俎2�

○○エーですか?｣ 定�2糲�2�つた.｣ 
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種診教師からの質問に対し｢分か

らない｡｣や｢行った｡｣と答え

る賽例である｡質問する教師

は,情報を持っており,話題を

提供しているが,答えにくい質

問や断定的な質問の繰り返しの

ため,子供は質問に対する応答

を主体的に行えない状態であ

る｡

善毒害蒜警詫詰､
る｡

また,二者択一の質問や子供

が答えをイメージしやすい質問

にすることによって応答を引き

出している｡

【働き掛けのポイント】

○質問の仕方や内容を考慮 

する 

子供が応答できない状態で

は,同じ質問を繰り返さず,

分かりやすい質問に変えるこ
とが必要である｡

｢昨日,何したの?｣とい

う質問の内容は,子供によっ

ては,答えにくい質問であ

る｡ ｢何を聞いているのか｡｣

という話題の共有が図られる

ような質問が必要である｡

○　断定的な質問をしない

｢お父さんと行ったんじゃ

ないの?｣の質閏は,分かっ

ていることを先に教師から聞

き出そうとしている｡

子供の会話の状態像によっ

ては,二者択一の質問や主体

的な応答を待つ姿勢が必要で

ある｡
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維　持　①

質　問③

維持(め

質　問　③

縄持①

質　問④

【発話承認し,話題を持

続する】

｢マクロロルドに行った

んだね｡ ｣

｢だれと行ったの?｣

【答えが限られる質問】

｢お父さんt･･･のはかに

は,だれ?｣

｢お父さんとY子ちゃん

t･･･｡ ｣

｢お出掛けしてどうでし

たか?｣

｢うん,行ったよ｡｣

｢お父さん｡｣

｢Y子ちゃん｡｣

｢K男くんも行った｡｣

｢-うん?｣
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○矢継ぎ早の質問をしない 

｢だれが｣ ｢いっ｣ ｢何を｣

｢どこで｣など,答えがある

程度限られた質問は,応答を

引き出すためには必要であ

る｡しかし,子操のイメージ

や記憶が混乱しないように矢

継ぎ早に質問しないことが大

切である｡

/
一
∠
/
一
/
一
/
一
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資料14　　　話題の維持を促すためには

○　会話の中で話題を維持するには｢伝達の前提や会話の規則を基にしながら,相手や状況に応じ

た話題_a)提供をしたり,相手の意図や気持ちをくみ取りながら質問に応答したりする｣ことが大

切であると考える｡つまり,話題を維持していくには,話題の提供や質問への応答の総合的な高

まりが必要になってくる｡

そこで,話題の維持を促すためには,子供一人一人の会話における特性に合わせて会話を継続

する必要があると考え,以下のような｢話題の維持を促すための話し方｣のポイントを考えた｡

○子供の発話を復唱し,子供からの話 

題を認めていることを示すとともに, 

話題を確認する○ 

○話題と関連のある内容を提供(応 

答)して話題の深まりや広がりを図 

る｡ 

例:子供｢僕も行きたか
ったなあ!｣

教師｢M君も行き
たかったんだね

え｡｣

例:教師｢プールに行っ

たんだね｡｣ -ラ ｢大

きなプールだった

の?｣

;議題瀦嬢

への繊藤
○関連性の薄い話題の転換において 

ら,すぐに否定をせず,内容を関連付 

けながら戻したり,修正したりするo 

○話題の内容で言葉の意味が不明確な 

場合,教師が子供の発話に関連のある 

言葉を補充するようにする○ 
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例:子供｢Y君と遊んだ

よ｡｣ -｢プールに

行った｡｣

教師｢えっ,プール

の話なの｡｣ -ラ

｢プールにいく

前,だれと遊んだ

の?｣

例:子供｢行った｡｣

教師｢00に行った
んだねえ｡｣
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篭酸パターン的な提供のため,話題の維持が困難な例鬱　鬱パターン的な話題の提供ほで

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問④ 質問① 維持② �$ﾘ+�.�/�*ｨ,x*H+X+ﾒ�- ＼､､一一､､- Z - ���7�5��ｸ994�/�ﾕ��｢�)�i�bﾄﾘ+�.�/��2�

の?｣ ｢Mちゃんが,来た の?｣ ｢おはようつて言おう かo｣ 劼---.o｣ ｢うんo｣ 【パターン的輯媒】 ｢先生,Sちゃんo｣ 

車主体的な提供･応答を引き出した例著

勘き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

維持(D 維持(② 維持④ ���/�hﾈ,���+X,H�9Dh�｢�- ＼ - 二 ���7�5��ｸ994�/�ｹ��｢�｢Mちゃんが.-.-｡｣ 【発話承認,話題を持 続】 ｢Mちゃんが来たんだね ･..o｣ 【発話承認,話題を持 続】 rMちゃんがおはようつ 劼先生,Mちゃんo｣ ｢来たよo｣ ｢おはようつてo｣ 

て,言ってるねo｣ �(Mちゃんに向かっ て) ｢Mちゃん,おはよ う○｣ 
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きるものの, ｢どうしたの?｣

などの質問に応答することがで

きずに,教師からの話題の提供

に子供の表現したいことが含ま

れていると,そのことに満足し

話題が維持できない状態であ

る｡

車パターン的な話題の提供に対

して発話を承認しながら,子供

の話題に対する意図や気持ちを

引き出していくことにより,請

題の維持を図っている｡

【働き掛けのポイント】

○子供からの話題の提供を 

促す応答ができているか 

子供からの話題の提操とし

ての会話の開始を大切にし,

教師からの会話の開始が中心

にならないように,子供の発

話を承認しながら待っことが

できるようにする｡

○承認と同時に,話題の維 

特が図れているか 

パターン的な話題の提供を

する子供の場合,教師の承認

で滴足し,別の話題に転換し

てしまうことがあるので,敬

師は話題を確認しながら,会

話を続けることが必要であ

る｡
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⑯話題が共有できず,質問にも答えない例鐙

働き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問③ 質問③ 質問(D �(,x+�,俎8,(+ﾘ,ﾃ�2�｢ �)�i�bﾉ�ﾈ*ｩ�ﾘ*ﾘ,Hﾉ�+��

? ･? ? 凾ﾂたo｣ (応答せずに講は進む) 

｢だれが『だめ』つ 辻�ﾒ�｢アイスクリームを食べ 

て言つたの?｣ 凾謔､と思ったら,『だ 

? 凾ﾟ｣だつて言うから腹 

? ? ? 凾ｪ立ったo｣ (応答せずに話は進む) 

｢お母さんと行った 劼先生どう思うoでも, 

のかな?｣ ����ﾒ�わたしは,もう一回行 

? 凾ｫたいと思ってるの.｣ 

i? 僮 

? 冓 

? 凵ｫ 

? 劼先生さようなら｡｣ 

車ワープロ等を利用して話題の共有ができた例著

鋤き掛け 仆8蹌�やり取り 倡�ｹ��

質問o 質問③ 質問④ �(,x+�,俎8,�+ﾒ�I ＼ 千._. �)�i�bﾉ�ﾈ*ｩ�ﾘ*ﾘ,Xﾉ�+��
の?｣ ｢何の話かな?｣ ｢Yさんの話が先生 に分かるようにす るには,どうした らいいのかな?｣ 凾ﾂた.｣ ｢だから嫌だつたのo｣ ｢.-.-o｣ 
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種診自分話したいことだけの話題

提供であり,教師が話題を共有

できないでいることに関係なく

話を続け,教師の質問に対して

応答することなく,終了してい

る｡

車自分の言いたいことを興味

関心､のあるワープロに書き込み

たいという子供の欲求を十分に

把握することによって, ｢ワー

プロに打ってみようか｡ ｣とい

う教師の問い掛けに答え,打ち

込みながら話題の共有が図られ

ている｡

【働き掛けのポイント】

○相手の話を聞くように注 
`憲を向けさせる 

一方的な話題の提供だけに

なるときは,相手の話に耳を

傾けさせるために, ｢話があ

るんだね｡でも,ちょっと待

って!｣ ｢Yさんの話が先生

に分かるようにするには,ど

うしたらいいかな?｣などと

話題の明確化を図ったり,き

っかけを作ったりする｡



話し方③

維　持　①

維持　④

維持①

維持③

【ワープロで話題共

有を図る開始】

｢ワープロに書き込

んでみようか｡｣

｢そう,日曜日のこ

となんだね｡｣

｢そう,海に･･･分か

った!　撥海水浴

場にお母さんと行

ったんだね｡｣

【発話を承認】

｢お母さんが『だめ』

って言ったんだね｡｣

【本児の気持ちを教

師の言葉で表現す

る】

｢海のこと,お母さ

んにもう1回,頼

んでみたら｡｣

(ワープロに打ち込みな

がら)

《いつ〉 ｢日曜日｡｣

《どこに》 ｢海,磯の｡｣

｢そうなの,それでアイ

スクリームを食べよう

と思ったらお母さんが

『だめ』だって言うか

ら腹が立った｡｣

｢海がだめなら,わたし

プールに行こうかな｡｣

｢わたしもそう思ってた

の｡｣
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○順序立てて話したり,分 

かりやすく説明したりでき 

るような手立てを考慮する 

日記や作文,または興味･

関心を持つワープロ等を硬っ

て, ｢いっ｣ ｢どこで｣ ｢だ

れと｣ ｢なにを｣等,順序立

てて話す手立てを準礪する｡

話題を共有することで,教

師との会話を通して自分の気

持ちを表せるようになること

を示していく｡

会話の規則について｢交互

に話をするんだよ｡｣という表

現だけで示すのではなく,会

話を通して自然な流れの中で

確認させていく｡

以上のように,子供の｢会話が豊かになるため｣の教師の鋤き掛け(話し方や質問)の工夫につ

いて,これまでの事例研究を通して考えてきた｡

しかし,子供一人一人の会話についての特性は,様々である｡例えば　話題の提供が困難である

から会話ができないということではなく,子供一人一人の会話の特陸があり.その子供なりの会話

を進めるカを持っていることを認識し.子供一人一人の会話の特陸を考慮した上で柔軟に対応して

いくことが必要である｡

そのため,わたしたちは,子供一人一人に対する鋭い観察眼を持ち,実態把握を十分行っていく

申T,話題の提供を促すことや質問への応答を促すこと,話題の維持を促すことを図るために,敬

師のかかわり方はもちろんのこと.樹き掛け(話し方や質問)についても改善していく必要がある

と考える｡
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